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南知多町立師崎中学校

大寒を迎えて～健康管理を
記録的な暖冬となり、比較的過ごしやすい冬となっていますが

インフルエンザ、胃腸かぜの広がりもまだまだ心配されます。３
年生は本日より最後の懇談会となります。１年で、一番寒い時期
を迎え、３年生にとっていよいよ進路も佳境に入り、私立推薦、
一般入試、各専入試を迎える大切な時期となっています。学校で
は、卒業生だけでなく、在校生にも手洗いとうがいの励行を進め
ています。学校でできること、家庭でできること、自分でできるこ

となど取り組み、大事な時期を健康に生活させ、本番で力を十分に発揮させたいです。

＜防災学習のまとめを全校生徒で共有～防災学習発表会＞
１５日５，６限に防災学習発表会を開催し
ました。今年は、更生保護女性会の学習会を
兼ね、保護者、地域の方々を含め、これまで
にない多くの観衆のもと、今年１年間の防災
学習のまとめを各学年工夫し発表しました。
１年は、小話を柱に防災かるたをもとにし

た説明を寸劇を用いてわかりやすく行いまし
た。２年は、共助をテーマに声かけ合って避
難、避難所での生活の仕方を劇にして表現し
ました。３年は、ＨＵＧの理解をクイズ形式
で、三地区の復興案を説明し、行政への要望
も生徒目線で提言しました。講師の防災ﾏﾈｰ
ｼﾞｬｰの林様、役場の滝本課長様が発表内容、
中学生に期待することなどまとめとして話さ
れ、生徒たちの発表内容を高く評価していた
だきました。また、来賓として各区長様始め

地区の方々にも発表をご覧いただき、次年度以降も続けて欲しい旨の話をいただきました。
本格的に４年間進めてきた防災学習ですが、生徒達には、町･地区の防災関連の現状把握

と中学生としての防災感覚・意識を今年度も育ませることができました。

＜みさき地区の産業と海苔養殖について～郷土を語る会＞
２１日５限，本年度は｢師崎･片名･大井

の産業 今昔｣を演題に齋藤恵吾さん、山下
芳弘さんを講師として産業全般、漁業につ
いて話をしていただきました。少子高齢化
による人口の減少や、温暖化によるノリ養
殖への影響などこれからの課題を知り、中
学生として何ができるのか考える機会とな
りました。郷土を語る会は今年で２９回目
を数えますが、今回で最後となります。多くの地域に関わる講師の

方々ご協力ありがとうございました。

師崎中学校

学校だより Cobalt

澄み切った冬空の日の出

熱弁を振るう講師の山下様
丁寧な説明の齋藤様

＜生徒達の事後感想(抜粋)＞
(１年生)
・私はこの町に住むかぎり、自分のできることをやりたいです。
・今日のお二人の話を聞いて、師崎を活性化していかないといけないなと感じました。
(２年生)
・前々から少子高齢化が問題視されていることは知っていたけど、まず僕たちにできる
ことは何か考えると、地域の祭りや行事に参加することだと思います。
（３年生）
・高齢者の方もがんばって働いているから、若い人たちも頑張らないといけないと思い
ました。これからは、祭りや地域の行事に積極的に参加して、地域を明るくしていきたい。

１年｢自助」防災かるた小咄 ２年｢共助」への行動宣言

１年｢自助｣劇シェイクアウト ２年｢共助｣救急対応ＡＥＤ

３年｢公助」ＨＵＧの実際 これまでで最多の観衆



＜中学生として地域活動への積極的な参加を通して～第４０回２８社めぐり＞
３連

休の中
日、１
２日に
毎年恒
例の大
井地区
親 子 ハ

イキング２８社めぐりが天候
が心配される中、開催されま
した。今年も多くの生徒たち
（３０名程度）が参加し、地
域行事への積極的な関わりが
もてました。当日生徒たち
は、恒例となった２名の女子
生徒による活動宣誓をした

り、列の先頭に立って引率する”先達”をしたりしま
した。特に今回は、「中学生に仕事を」という思いか
ら人数を数えるカウンターの役も任され、楽しみなが
らもしっかりカウントしていました。(午前中は300人程度)
昼食時には、厄災の方からの｢豚汁｣をふるまっていた
だき、生徒とともにおいしくいただきました。
また、午後からは中学生も、一般の方も少なくなり

ましたが(午前の１／３程度)、引き続き参加された方
は野山を散策しました。本校からも５人職員が参加
し、生徒、地域の方々と活動を共有しました。
午前、午後の部合わせて１７，８㎞の野山(結構なア

ップダウンのある道）を生徒たちは、元気一杯に闊歩
し、地域再発見と多くの振る舞いをいただき、地域の
方々と貴重なふれあいをもてました。

＜学び続ける教師を～知多教育論文で高評価を＞
１／２３知多管内全体での

教育論文発表会が開催され、
本校職員２名(特選：千賀養
教、佳作：戸倉教諭)が特選と
佳作に入賞しました。日々生
徒に教える立場として考え、
学び続ける教師の姿を見せて
くれました。

《若あゆの心》 (１年男) 今日の防 (２年女) 阪神淡路大震災から２ (３年男) 今日は、社会の勉強を

災学習発表会をして、皆で力を合 ５年が経ちました。私たちが住ん しました。最初ノートにまとめても
わせて協力し、一つになることが でいる地区は高齢者が多く、南海 成績が上がらないなと思っていま

大切だと思いました。避難所での トラフ地震では何人なくなってしま した。でもサボって成績が下がっ
通路の必要性、地域の危険箇所 うのか･･･いや、死者が出なけれ たらいやなので結局まとめまし
を知ることも大切だとわかりまし ばいいけど。いつ来るか分からな た。最初から諦めたり、サボったり
た。主体的に働く、ともに助け合う い恐怖、できるなら家族全員そろ してしまうと成長できないので、や
ことが避難したときに大切なことだ っているときになんて思ってしまう ってみないと分からないことは多

と知ることができました。 のですが・・・。 いので挑戦していきたいです。

＜ 表 彰 ＞ 師中コバルティア 努力賞 １A 山本ひな

《 １・２ ・３月 の 行 事 》
①は 1時間目

1/28 火 ３年学年末個人懇談会
29 水 〃
30 木
31 金 ⑦委 45分授業
2/1 土
２ 日
３ 月 朝会 小中連携挨拶運動
４ 火 入学説明会 私立一般入試
５ 水
６ 木 1･2年学年末ﾃｽﾄ週間
７ 金 5限授業
８ 土
９ 日
10 月 朝会
11 火 □●建国記念の日
12 水
13 木 1･2年学年末ﾃｽﾄ
14 金 ３年愛校作業
15 土
16 日
17 月 ⑥生徒総会
18 火 公立推薦出願
19 水 公立一般出願
20 木
21 金 ①３年生の話を聞く会
22 土
23 日 □●天皇誕生日
24 月 振替休日
25 火 ⑥３年生を送る会
26 水
27 木
28 金
29 土
3/1 日
２ 月 卒業式総練習 会場準備
３ 火 第７３回卒業式
４ 水
５ 木 公立入試Ａ学力
６ 金 〃 面接
７ 土
８ 日
９ 月 朝会 公立入試Ｂ学力

ご協力ありがとうございました
＜ペットボトルキャップ運動＞
７２㎏（＝３０，９６０個） ポリオワクチン３６人分

＊キャップ860個でポリオワクチン1人分が購入
※キャップはリサイクルされ、キロ数に応じてＪＣＶ（子
どもにワクチンを日本委員会）に寄付されています

生徒代表による活動宣言 先達として全体を引率活躍

しっかりと２８社をお参り

代表提案の千賀養護教諭


